
 

 

１ 平成元年度以降の高等学校改革の変遷 

○長期にわたる中学校卒業者数の減少が見込まれる中、社会の変化や生徒の多様化等へ対応するため、

各時期に応じた方針を策定し改革を実施。 

○学校数は、平成元年度の２８校から令和元年度現在は２４校。そのうち統廃合により新たに設置した

高校は５校。 

○現在は、「今後の県立高等学校の在り方に関する基本方針[平成 31 年度～平成 37 年度]」に基づき、

魅力と活力ある学校づくりに取組中。 

２ 現在の国の動き 

○「高大接続改革」－高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜を通じて学力の３要素を確実に育成す

る、三者の一体的な改革。 

○高等学校においては、令和２年度から新大学入試制度の導入、令和４年度から新学習指導要領の実

施。 

○文部科学省においても中央教育審議会初等中等教育分科会「新しい時代の初等中等教育の在り方特

別部会」では、令和元年度から Society5.0における学びの在り方、求められる人材像について検討

を開始。 

３ 本県高等学校教育の在り方検討の背景 

○少子高齢化の流れに加え、若者を中心とした県外への転出超過が続いている中、持続可能な地域の発

展を遂げていくためには、地域の将来を支えていくことのできる人材を育成するという視点が大切。 

○また本県の高等学校は、地域社会・産業界とのつながりを醸成しながら、各々の役割や特色を明確に

打ち出すとともに、全ての生徒一人一人の能力を最大限伸ばすための教育の実現に取り組むことが

必要。 

○そのため、県教育委員会として、中学校卒業予定者の大幅な減少が想定される１５年先を展望した令

和新時代の魅力ある新しい高等学校及び学科の在り方や、高等学校教育の質を問うような抜本的な

改革の道筋を明らかにしていく必要がある。 

以上のことを踏まえつつ、生徒の減少と社会の急減な変化に対応し、「自立して 心豊かに生きる 未

来を創造する」人材を育てるための県立高等学校の在り方について、主に次の観点から審議会に検討を

お願いするもの。 

 

令和新時代の本県高等学校教育の在り方について（諮問概要） 

１ 新しい時代における魅力ある県立高等学校づくりの方策 

○Society5.0時代を見据えた生徒一人一人の能力を最大限伸ばす個別最適化された学び 

○将来の地域を支える人材を育てるふるさとキャリア教育の推進 

○地域から問題提起し、世界に貢献する行動ができる力を育成する学び 

○高等学校教育の普通科改革に対応した本県の普通学科の在り方 

○地域の産業界を支える視点での本県の専門学科の在り方 

 ○特別な支援が必要な生徒に対する指導及び支援の在り方 

○時代の変化・役割の変化に応じた定時制・通信制課程の在り方 

 

２ 新しい時代における県立高等学校の教育環境整備の方策 

○今後も続く生徒減少の中での学校規模の在り方 

○普通学科と専門学科、総合学科との適正配置の在り方 

○中山間地の小規模校の在り方 

○公立・私立高等学校、高等専門学校の役割分担や連携の在り方 

○Society5.0の社会に対応したＩＣＴ利活用教育に関する学校施設・設備の在り方 

＜検 討 の観 点 ＞ 


